
標本調査の結果 母比率の推定

母集団の大きさ
（実際）

標本のうち、
初めにマークした個数 大きさ n 目印ありの

ビーズの個数
標本比率  R 下限 上限

標識再捕獲法による
母集団の大きさ 誤差

1班

⇨ ⇨

59 16 0.271

⇨

0.158 0.385 0

⇨

0
2班 488 51 85 9 0.106 0.040 0.171 482 6
3班 95 54 24 0.444 0.312 0.577 214 -214
4班 284 83 50 14 0.280 0.156 0.404 296 -12
5班 324 84 87 23 0.264 0.172 0.357 318 6
6班 270 60 72 15 0.2083 0.115 0.302 288 -18


